
【取組内容】 情報モラル教育の充実を図る

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【情報モラル教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化の充実】
「個別最適な学び」については、一人一台タブレット端末を活用することにより、自ら見通しを立てたり、自ら判断し、
状況に応じた行動を生活に生かしたりする態度を養えるようにする。ネットワーク上でのコミュニケーションにおいても、
相手を気持ちを考えた対応と行うと共に決まりや約束を守れるようにしていく。
「協働的な学び」においては、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、一人一台タブレット端末を活用しながら、
児童生徒一人一人の考えを以生かし、よりよい学びを生み出していけるようにする。

【ねらい】一人一台タブレット端末を活用し、インターネットの使い方やSNSによるコミュニケーションの仕方について学ぶ。
【対象】小学校４・５・６年生児童

【取組① Forms を活用したインターネット利用状況におけるアンケート調査と集計】
・Forms (データ集計アプリ)を活用したインターネット利用状況のアンケート調査と集計を行った。
・授業の事前ににFormsを活用したインターネットの利用状況に関するアンケート調査を行い、集計結果をまとめた。
導入時では、その集計結果を児童に分かりやすく伝えるために、資料を作成し、黒板に掲示した。

Formsによるアンケート調査 Formsによるアンケート集計 授業の導入時に集計結果を掲示



【取組内容】 学校全体における情報モラル教育の充実

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式Ⅰ-1

・近年の情報化社会における「個人情報の流出」や「誹謗・中傷」等の問題に関する啓発動画（YouTube）を視聴し、
本時の課題について確認した。

・友人や知人からSNSを通して「個人情報の流出」や「誹謗・中傷」等に関連した書き込みがあった際の対応（返事）に
ついて考え、Formsを活用して児童一人一人が投稿した。

【取組② YouTube・Formsを活用し、SNSにおけるコミュニケーションにおける学び合い】

ネット犯罪防止啓発動画の視聴

誹謗・中傷を促す書き込み（自作）

児童が考えた回答を返信・投稿

個々の考えた投稿について、
Formsで集計し、画面を通して全

体で共有を図ることで、互いの
考えを知ることで、SNS上での

コミュニケーションの仕方につ
いて深く学ぶことができた。

啓発動画から学んだことを
実践し、自分事として捉え、
問題意識をもって解決して
いく。



【取組内容】  学校全体における情報モラル教育の充実

リーディングDXスクール事業 【実践事例】 習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-1

【取組③ インターネット上で生じる犯罪や家庭におけるルールについての話し合い】

【取組④ Formsを活用した学習の振り返り】

・PowerPointを活用し、「個人情報の流出」や「誹
謗・中傷」などの行為は犯罪になることや、自分や他
人の人生や命を奪ってしまうことなどについて、知ら
せたり、話し合ったりした。

・学習を通して、学んだことや気付いたことをFormsを
活用し、投稿できるようにした。

・さらに、児童一人一人の振り返りをモニターに映し、
学級全体で共有した。

友達が学んだことや
感じたをことを全体
で共有を図る。

【学校全体における成果】
〇Formsでの事前アンケートの集計や学習の感想等の集計・

共有は、児童の考えの幅を広げたり、教師の評価として活
用できたりするなど、効果的であった。

〇YouTubeでのネット利用啓発動画などを活用することで、
情報モラル教育（個人情報流出や誹謗・中傷など）の
課題に沿った学習を構成することができた。

〇SNSによるやりとりの状況に応じた返信を実際に投稿する

ことで、自分事として捉え、一人一人が問題意識をもって深
く考えることができた。

学習で学んだことを投稿

感想などをモニターで共有

ネット犯罪について知らせる 家庭でのネットに関する
 ルールの共有



【取組内容】 教師の意識を高め、タブレット端末の活用の充実を図る

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組① 令和６年度教育計画への位置づけ】
・児童一人一台タブレット端末を活用し、学習効果を高められる
ように、位置づけた。

・各学年ごとに、指導の目安として、タブレット端末での大まか
な基本操作について明記した。

【取組② 各学年における具体的な操作】
・習志野市総合教育センターからの資料も添付し、
各学年に応じた具体的な操作やスキルなどについて
示した。

【取組③ 家庭学習との連携】
・原則、毎日タブレット端末を家庭に持ち帰ることとした。
・家庭学習でも有効活用できるように、各教科ごとの活用例
を明記した。

令和６年度教育計画（情報）

ICTスキル一覧表（教育計画）
※市総合教育センター提供

家庭学習への活用例（教育計画）

【学校全体における成果】

〇学校全体で、情報教育の
計画や方向性について確
認し、一人一台タブレット

端末の活用を充実するこ
とができた。

〇１年生の初めは、市の
ICT支援員にも協力して
いただいたことで、学習を
進めることができた。

【テーマ：タブレット端末による情報活用能力の育成を図る】



【取組内容】教師の意識向上とタブレット端末の活用の充実を図る

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【学校全体における成果】

〇一人一台タブレット端末の活用について、学
校全体の教師の意識が高まり、日々、校内で
児童が活用する姿が見られるようになった。

〇特に低学年において、雨の日の休み時間や
自習時間では、意欲的にタイピングなどに取
り組む児童が増えてきた。

〇中・高学年では、各教科の学習調べ学習に
おいてタブレット端末を活用し、情報を得たり、

PowerPointやオフェスソフトでまとめた
情報を伝えたりすることで、情報活用能
力やコミュニケーション能力が少しずつ
高まってきたと考えられる。

〇家庭学習では、その学年も主にTeamsを通し
て連絡や課題を共有しながら、取り組む
ことができた。

【取組④ 様々な場面における実践】
・各学年において、計画に基づきながら、
様々な場面で情報を得たり、活用したり
し、学習効率化を図るとともに、情報化
活用能力を養えるようにした。

・児童が得た情報をまとめ、発信したり、
伝えたりする手段として、PowerPointや
オフェスソフトなどを低学年のうちから
活用できるようにした。

校外学習における写真の取り込（全学年）
※事前に施設の撮影許可を確認

 手本や動画の活用
（上学年の毛筆の学習）

考えの比重を「心の数直線」として表現
（全学年の道徳の学習）

調べ学習で得た情報を編集・発表
（全学年の各教科や活用）



【取組内容】 オンラインによる国際交流

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組① Teamsを活用した他国（マレーシア）との交流】
・教師用タブレット端末を活用し、Teamsによる他国とオンライン授業を行った。
・国際交流における児童の学びや気付きなどについて、コーディネーター的な人材（英会話講師）と、事前に質問内容
や披露する演技（各国の文化的なもの）について、話し合った。

・多数の児童の様子を映すために、特別教室にてスクリーンとプロジェクターを活用して、交流を図った。

教師用タブレット端末による他国とのオンライン交流 他国の児童に挨拶をする本校の児童
※スクリーン画面は、他国の児童の様子



【取組内容】 オンラインによる国際交流

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組② 地域人材や外部専門家の参画】

・オンライン交流の進行などは、コーディネーター的な人材（英会話講師）が務めた。
・国際交流でも学びを深めるために、互いの国の文化のよさや違いについて披露した。
・日本の文化の一つとして、地域の人材（落語家）を招いた。

落語を披露する地域人材（落語家） ソーラン節を披露する本校の児童

【学校全体における成果】
〇Teamsによるオンラインにより、映像や音声が乱れることなく、円滑に他国との交流を図ることができた。
〇お互いの国の文化や挨拶、学校のシステムの違いなど、児童にとって初めて知ることが多く、大変効果的であった。
〇地域人材（英会話講師・落語家）により、我が国や他国の文化に親しみをもつことができた。



【GIGA×情活能力】 国語（書写）の学習におけるタブレット端末の有効活用

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

様式Ⅱ-A1

＜考 察＞
〇学校全体でTeamsを通して、教師
から児童への連絡や課題など共
有をしているので、児童はすぐ
にURLから手本や動画を開くこと
できていた。

〇児童の机の幅が狭かったが、学
習の環境を整えて取り組むこと
を意識させたことで、タブレッ
ト端末を安全に活用することが
できた。

〇タブレット端末による手本画像
や動画の活用は、繰り返し確認
できるなど、児童が自由に操作
する姿が見られ、効果的であ
った。

手本画像や筆遣いの動画を活用した練習

見たい筆遣いの部分を自由に操作

【取組① 手本画像や動画の共有】

・書写の教科書に記載してある課題の
  QRコードを教師が読み取り、Teams
を通して、そのURLを児童一人一人
に共有した。

・タブレット端末に共有させたURLを
開き、画面に映し出された課題を手
本にして練習に取り組んだ。

※学習の展開として、練習の前に必ず
モニターを通して、教師が全体に書
き順や筆遣いなどの指導を行った。

・単元の初めの時期は、児童に自分で

手本を拡大縮小したり、筆遣いの動
画を繰り返し確認したりして、練習
に取り組むように促した。

・児童の机の幅が狭いので、練習の前
には、タブレット端末を落下させな
いように、学習環境を整えて取り組
むことを確認した。

【取組② 手本画像や動画の操作】



【GIGA×情活能力】 国語（書写）の学習におけるタブレット端末の有効活用

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

様式Ⅱ-A1

＜考察＞
〇タブレット端末による手本画像
や動画の活用に慣れると、児童
自らペン書き機能などを使って、
気を付けたい部分に印やマーク
を画面に描く児童が見られるよ
うになった。このような児童の
姿が広まり、自分の課題を進ん
解決しようとする児童が増えた。

〇書き上げた作品を自分でタブレ
ット端末に取り込み、前回の作
品と比較できるようにしたこと
で、児童一人一人が伸びや努力
を実感することができた。

〇モニターに児童の作品を映した
ことで、学級全体でも友達の作
品の伸びや努力について共有す
ることができた。

〇児童の特性や思いに応じること
ができ、多くの児童が自力解決
するよさを実感できた。

自分の作品を写真で取り込み
 前回の作品と比較

弱視の児童による手本を拡大した活用

【取組③ 作品の比較と自己評価】

・清書後、書き上げた自分の作品をカメラ
機能を活用し、タブレット端末に取り込

んだ。
・前回の取り込んだ自分の作品と比較し、
自己評価できるようにした。

・教師用のタブレット端末では、児童の作
品を取り込み、モニターに映すことで、
学級全体で友達の作品の伸びなどを共有
した。

【取組④ 児童の特性に応じた活用】

・学習中は、児童の特性や思いを優先し、
タブレット端末または教科書の活用を
選択できようにした。



【GIGA×指導の工夫・改善】 道徳科の研究における児童実態調査の工夫

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

＜考 察＞

〇道徳科の研究では、研究主任が中

心となり、児童の内面的・客観的

な実態調査として「Y-Pアセスメン

ト」（学校生活アンケート）を

実施した。

児童一人一台のタブレット端末に

より、TeamsやFormsを活用したこ

とで円滑に全児童の実態調査を行

うことができた。

〇自分の思考の比重について、そ

の理由をノートに書かせるなど、

思考の文字化、意思決定を通し

て、ノートとタブレット端末を

の活用を効果的に構成させるこ

とができた。

【取組①】
１学期にTeamsを活用し、各学級の児童へ
Formsで作成した道徳実態調査アンケート

（学校生活アンケート）掲載し、全校児童
における調査を実施した。
※１年生など、まだタブレット端末に慣
れない児童においては、市のICT支援員に
支援していただいた。

学校生活アンケートの項目



【GIGA×指導の工夫・改善】 道徳科の研究における児童実態調査の工夫

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

＜考 察＞

〇学校支援ソフトを活用し、学校

生活アンケートのデータをY-Pア

セスメント分布図に反映させた。

この分図によって、児童一人一人

の生活面における実態の特徴や傾

向を把握することができた。

※右の２つの分布図から、ある学級

の実態の変容が明確なった。分布

図の中心に近い児童が増えてきた

ことで、精神面において安定して

きたことが分かる。

〇普段の生活態度や道徳科の学習内

容に関する事前調査などと、Y-P

アセスメント分布図を活用するこ

とで、より児童一人一人の実態に

ついて把握でき、普段の生活指導

や学習指導、道徳科の研究などに

生かすことができた。

【取組②】
・Formsを活用し、アンケート調査の集計を行う。さらに、集計したデータを
学校支援ソフトにて、Y-Pアセスメント分布図に反映させる。

・全学級のデータの反映が完了したら、各学級にY-Pアセスメント分布図を配
付する。

・各学級では、配付されたをY-Pアセスメント分布図を参考にして、実態調査
を行い、道徳科の学習や研究、普段の生活指導などに役立てていく。

Y-Pアセスメント分布図（７月）

Y-Pアセスメント分布図（２月）

児 童 A

児 童 A

児 童 B

児 童 B

児 童 C

児 童 C 児 童 D

児 童 D



【GIGA×小学校・道徳科】 考えを深めるための話し合い活動と共有化の充実場面

習志野市立香澄小学校（千葉県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C1

＜考 察＞
〇デジタル教科書の活用は、教材

の内容に合った音声での範読が

流れ、児童が内容をより理解す

るために効果的であった。

〇タブレット端末による学習支援

ソフトの活用では、児童一人一

人の思考の比重を表すことがで

きるなど、児童が視覚的に捉え

ることができた。

〇自分の思考の比重について、そ

の理由をノートに書かせるなど、

思考の文字化、意思決定を通し

て、ノートとタブレット端末を

の活用を効果的に構成させるこ

とができた。

【展開① 導入】
主に教科書やデジタル教科書を活用

し、教材の内容について、本文や挿絵
から読み取り、本時の学習テーマを考
えていく。
※教科書やデジタル教科書、または

YouTube（動画）の使い分けについて
は学習内容やねらいなどによって、検
討していく。

【展開② 自分の考えをもつ】
教師の発問に対し、児童一人一人が

考えをもち、それを表現する場合は、
ノートや学習支援ソフトを活用する。
※主にねらいに迫るための教師の中

心発問の際に活用する。

板書を中心に道徳の学習を展開

学習支援ソフトによる思考の表現

考えた理由をノートに記録



【GIGA×小学校・道徳科】考えを深めるための話し合い活動と共有化の充実

習志野市立香澄小学校（千葉県)【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C1

＜考 察＞

〇話し合い活動では、ノートやタ

ブレット端末に表現した自分の

思考を示しながら、意見交換す

ることで、新たな考えに気付い

たり、考えを深めたりする児童

が多く見られた。

〇学校支援ソフトの活用により、

児童の最初の思考と学習後の思

考の変化を視覚的に明確に捉え

ることができた。そのため、児

童の心の葛藤を自分の言葉で明

らかにすることができた。

【展開③ 思考の共有化】
学習支援ソフトを活用し、児童一人

一人の考えについて、全体で共有化を
図る。その際、児童の気付きを取り上
げ、それぞれの思考の共通点や相違点
などに気付かせ、様々な視点から捉え
られるようにする。

【展開④ 話し合い活動】
さらに、自分の考えについて、ノート

やタブレット端末で示しながら、意見交
換を行い、考えを深めていく。意見交換
を通して、考えが変わった場合は、記録
に残し、全体に伝えていく。

話し合い活動

学習の感想などを記録

【展開⑤ 終末】
板書やノート、タブレット端末を振

り返りながら、学習を通して学んだこ
とや気付いたこと、感想などをまとめ、
ノートやタブレット端末に記録する。

学習支援ソフトによる思考の共有化


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

